
２０１３年１１月１０日  主日礼拝  ≪こども祝福式≫           

 

司  会          ①小田茂兄  ②宮川兄    ③中村勝兄 

奏  楽 

祈  祷                                                ①三浦兄                          ②川田兄  

 

「ヤベツの祈り」 

賛  美  聖歌６８７番 (升田一誠兄・木高つる子姉召天！) 

          聖歌６４２番「悲しみのりこえて 主を仰ぎます 

             再び会えるのを、待ち望みます」(牧師作詞) 

(み手の中で全ては変わる賛美に) 

 

聖  書                                                               

           

 

音  楽                                                   １ 

 

    証  詞     

     

メッセージ                                          ①   「イエス様の宿泊場所」 佐々木智行伝道師 

              ②③ 「神と和(やわ)らぐ」   大川従道牧師 
                                                                      

賛  美  讃美歌４０５番「神ともにいまして」  献金 

頌  栄      シャローム・シャローム   アーメン 

                                                                    祝   祷                                                                                                 

 
【大和ニュース】  
・本日、亀渕友香姉と VOJAクワイアーの皆様を歓迎し、祝福を祈ります。 

*コンサートは２時から。無料。全員ご出席くださると感謝です。 
・本日は、子供祝福式(７才以下)、入門講座Ⅱ、ＳＳ主任、GM、YYタイム(森・12:30) 
 
・今週の祈祷会の説教は下田宣教師 (ペルー) 。聖餐式あり。最大の努力をもって！ 
・準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は丸藤補教師。熱く祈ります！ 
・ 「土曜スクール」は、子供の伝道集会です。森チャペル、土曜朝９時半。 
・Ｔ．Ｐ．アワーは、感謝と賛美と祈りの時間。土曜夕方６時～７時。 
*「ラブソナタ群馬」は１４日(木)。     * 執事会は明晩。 
*バザーの収益は、８２万４３３８円。ご協力を心から感謝いたします。 
*被災地のため、物資を募集。詳しくは掲示板。18日に宮城県栗原町へ行きます。 

「あ
な
た
は
神
と
和
ら
い
で
、
平
安
を
得
る
が
よ
い
。 

そ
う
す
れ
ば
幸
福
が
あ
な
た
に
来
る
で
し
ょ
う
。
」 

 

（ヨ
ブ
二
十
二
の
二
十
一
） 

①  ルカによる福音書１９章１～１０節（Ｐ１９１） 
②③ ヨハネによる福音書１４章２７～３１節  

（Ｐ１６６） 
①② 北島美佐子姉＆白鳥直美姉  

③   亀渕友香＆VOJA  

①   加藤めぐみ姉  

 



 
石の枕  
  

 「しかし、わたしたちの国籍は天にある」(ピリピ３の２０) 

 升田一誠さんのご逝去は、まことに心が悼む。しかし彼の死は単なる逝去で 

はない。愛する救い主イエス様のもとに、召されたのである。悲しいことであ 

るが、キリスト者にとって、最高に誉れある凱旋(がいせん)である。家も用意 

されている。なによりも、私たちの罪のために十字架にかかり死んでくださり、 

３日目に甦がえられたイエス様が、天国の入口でお迎えくださる。想像しただ 

けで涙が出てくる。もう死もなく、痛みもなく、悲しみもない永遠の命をいただいた

者の特権である栄光の姿に変えられての生活である。 

 アブラハムをはじめ聖書に登場してくる偉大なる聖徒たちとのご対面もある。 

 大和教会で召された１５０余の人々に囲まれての“ハレルヤ”である。 

 「主与え、主取りたもう、主の聖名はほむべきかな！」であるが、遺された 

方々のことを心にとめてお祈り下さい。 

 私たちは数週間前に、マルチン・ルーサーキング牧師のメッセージで恵まれ 

キリスト者としての生き方に確信をもった。キリストは、人々に仕えるために来 

られた。私たちも主に認められ、主に大きく用いられたいなら「仕える」という 

姿で、世に仕え、教会に仕えることに熱心でありたい。 

 やがて、主の前に立ったときに「よくやった！善かつ忠なるしもべよ！」と 

おっしゃっていただくために、全力で主の業に励むのである。 

 キリストの救いはむずかしくない。キリストの愛を受け入れること、自分の 

罪を認めて「ごめんなさい」と悔い改めること。イエス様を「罪からの救い主、 

人生の主として受け入れること。それだけで十分である。そして「洗礼」を 

お受けになり、天の命の書に名前を記していただくのです。今決断し、今 

祈りましょう。『天の父なる神様！あなたのご愛を感謝します。私は罪人です。 

私の罪をゆるして下さい。イエス様を、私の罪からの救い主、人生の主として 

心の中心にお迎えいたします。お従いします。感謝します。イエス様のお名前に 

よってお祈り致します。、アーメン！』 これで十分です。あなたは救われました。 
 
  

 宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヘブル７章～１１章  Ｂコース：哀歌１章～エゼキエル１５章 


